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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月23日(2017.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医薬としての使用のための、
ａ）ヒト樹状細胞（ＤＣ）前駆細胞のＤＣへの自律分化(self-differentiation)を誘導す
る少なくとも１つのサイトカイン；および
ｂ）少なくとも１つの抗原；
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を発現するように操作された誘導された樹状細胞（ｉＤＣ）であって、
ｉＤＣは所望により少なくとも１つのベクターを含み、該ベクターは該少なくとも１つの
サイトカインおよび少なくとも１つの抗原の発現を介在する、ｉＤＣ。
【請求項２】
　造血幹細胞（ＨＳＣ）の移植後の免疫不全対象の免疫系の再生における使用のための、
またはリンパ系に(lymphatically)広がる癌またはリンパ向性病原体により引き起こされ
る疾患の処置における使用のための、
ａ）ヒト樹状細胞（ＤＣ）前駆細胞のＤＣへの自律分化を誘導する少なくとも１つのサイ
トカイン；および
ｂ）少なくとも１つの抗原；
を発現するように操作されたｉＤＣであって、
ｉＤＣは所望により少なくとも１つのベクターを含み、該ベクターは該少なくとも１つの
サイトカインおよび少なくとも１つの抗原の発現を介在する、ｉＤＣ。
【請求項３】
　ベクターがレンチウイルスベクターである、請求項２に記載のｉＤＣ。
【請求項４】
　レンチウイルスベクターがインテグラーゼ欠損型である、請求項３に記載のｉＤＣ。
【請求項５】
　少なくとも１つの抗原を発現するｉＤＣがヒト樹状細胞（ＤＣ）前駆細胞のＤＣへの自
律分化を誘導する少なくとも１つのサイトカインを発現する、請求項２から４のいずれか
に記載のｉＤＣ。
【請求項６】
　サイトカインまたはサイトカインの組合せがＧＭ－ＣＳＦ、ＩＬ－４、ＩＦＮ－α、Ｉ
Ｌ－１５、ＴＧＦ－Ｂ、ＴＮＦ－α、ＦＬＴ３Ｌ、ＩＬ－３、ＣＤ４０Ｌ、ＦＬＴ３Ｌお
よびＩＬ－３；ＦＬＴ３ＬおよびＣＤ４０Ｌ；ＦＬＴ３ＬおよびＩＦＮα；ＧＭ－ＣＳＦ
およびＩＦＮ－αおよびＩＬ－１５；ＧＭ－ＣＳＦおよびＩＦＮ－αおよびＴＮＦ－α；
およびＧＭ－ＣＳＦおよびＩＦＮ－αおよびＴＧＦ－βからなる群から選択される、請求
項５に記載のｉＤＣ。
【請求項７】
　ｉＤＣにより発現される１つの抗原が異種反応性(xeno-reactivity)、同種反応性(allo
-reactivity)、新反応性(neo-reactivity)または自己免疫からなる群から選択される細胞
傷害性または体液性免疫応答を誘導することができる抗原である、請求項２から６のいず
れかに記載のｉＤＣ。
【請求項８】
　対象の免疫不全が電離放射線によって引き起こされる免疫不全、少なくとも１つの細胞
毒性薬の投与によって引き起こされる免疫不全、原発性免疫不全および病原体によって引
き起こされる免疫不全からなる群から選択される免疫不全である、請求項２から７のいず
れかに記載のｉＤＣ。
【請求項９】
　対象がマウスであり、ＨＳＣがヒトに由来する、請求項２から８のいずれかに記載のｉ
ＤＣ。
【請求項１０】
　マウスが樹状細胞の内在性Ｔ細胞および内在性前駆細胞の存在により特徴付けられる、
請求項９に記載のｉＤＣ。
【請求項１１】
　マウス血統が（ＴおよびＢ細胞を含む）適応免疫系の機能不全または欠損に至る原発性
免疫不全を有する、請求項９または１０に記載のｉＤＣ。
【請求項１２】
　マウスがＮＯＤ－Ｒａｇ１ｎｕｌｌＩＬ２Ｒｙｎｕｌｌ－ＮＲＧ、ＮＯＤ／ＬｔＳｚ－
ＳＣＩＤ／ＩＬ２Ｒｙｎｕｌｌ－ＮＳＧおよびＮＯＤ／ＳＣＩＤ／ＩＬ２Ｒｙｎｕｌｌ－
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ＮＯＧからなる血統の群から選択される、請求項９から１１のいずれかに記載のｉＤＣ。
【請求項１３】
　少なくとも１つのインテグラーゼ欠損型レンチウイルスベクターを含むｉＤＣであって
、当該ベクターは、
ａ）ヒト樹状細胞（ＤＣ）前駆細胞のＤＣへの自律分化を誘導する少なくとも１つのサイ
トカイン；および
ｂ）少なくとも１つの抗原
の発現を介在する、ｉＤＣ。
【請求項１４】
　以下の工程
ａ）造血幹細胞を対象に移植すること；および
ｂ）少なくとも１つの抗原およびヒト樹状細胞（ＤＣ）前駆細胞のＤＣへの自律分化を誘
導する少なくとも１つのサイトカインを発現するように操作された誘導された樹状細胞（
ｉＤＣ）を対象に投与すること
を含む方法により生産される再生された免疫系を有するマウス。
【請求項１５】
　ヒト免疫系の試験のための、またはヒトにおける使用のための薬物、インプラントまた
はデバイスの試験のための、請求項１４に記載のマウスの使用。
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